
女性在宅ワーカー就業支援事業 【福島県南会津町】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３，２０１ 千円

交付金額 ２，４００ 千円

事業番号 1

当町の人口は13,507人(2024年4月1日現在)で、女性の構成人口は
6,866人（50.8%）となっている。有識者でつくる人口戦略会議の分析結果で
は、2050年には女性の20歳から39歳までの人口が773人から234人
（△69.7%）に減少すると予想されており、消滅可能性自治体として町の存続
が危惧されている。
人口減少の要因の一つとして、若者が高等教育機関への進学を機に町を離れ、
就職においても地域産業に希望する業種が少ないことから、帰郷する若者が少な
く町外流出による社会減が大きい状況となっている。
このことから、必然的に労働力人口の減少が顕著となっており、業種を問わず慢
性的な働き手不足のため、地域経済を支える基幹産業の衰退が懸念されている。

女性在宅ワーカーを育成するためのオンライン形式によるセミナーを開催し、在宅
ワークに必要な基礎知識のほか、就業のための業務契約や雇用契約等について
理解を深めるとともに、国家資格を有するキャリアコンサルタントが事業対象者の
状況に応じて、仕事探しの悩み相談や面接対応の助言などきめ細かな支援を行
い、知識習得から就業に至るまで一貫したマッチング支援を行う。

・女性の活躍の場の創出
・ワークライフバランスの実現
・就業選択肢の拡大
・所得向上による生活の安定
・デジタル人材の育成
・女性の町外転出の抑制
・地域産業における労働力の確保

女性在宅ワーカーの育成を目的とし、知識習得から就業先の提供に至るまで一
貫した支援を行う。

南会津町、会津若松公共職業安定所南会津出張所、南会津町商工会、東
邦銀行、大東銀行、会津信用金庫、社会福祉法人南会津町社会福祉協議
会

在宅ワークの探し方や具体例を取り上げてほしいとの要望があったため、南会津
町内や近隣でのテレワーク採用事例をより具体的に提示し、さらなる就業率向上
につなげていきたい。

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

在宅ワーク就業人数
３人
(アウトカム)

２人
(R8年3月
時点)

66.6％

事業
KPI

セミナー参加人数
10人
(アウトプット)

7人
(R7年12月
時点)

70.0％



事業の概要

南会津町
在宅ワーク入門セミナー
在宅ワークスキルアップセミナー

入門セミナー

令和７年10月１日（水） 9：30 ～ 12：00
対象者：南会津町在住の在宅ワークに興味がある方
場所：南会津町役場、オンライン（ハイブリット開催）
参加者：10名（会場６名、オンライン４名）
実施内容：２部構成で実施。

第１部：「在宅ワーク」とは
第２部：先輩ワーカーとの座談会

スキルアップセミナー

令和７年10月15日～12月17日 各回9：30～12:00

対象者：南会津町在住の在宅ワークに興味がある方
場所：南会津町役場、オンライン、アーカイブ視聴
参加者：７名（オンライン、アーカイブ視聴）

結果・実績

入門セミナー
受講者 ７名

スキルアップ
セミナー受講
者 ７名

就労希望者
３名

受託事業者
登録者 ２名

町内在住の女性が、出産や子育て、介護中においても家庭と仕事
を両立できるよう、時間や場所にとらわれず働ける「テレワーク」の就
労を促進させるため、デジタルスキルの習得及び就業先とのマッチング
機会を創出するとともに、町内における多様な働き方を実現する。
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